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 はじめに

ジオセルは，高密度ポリエチレンを原料とした立体

補強材であり，土砂や砕石を充填・拘束することで補

強効果を発揮する．切土面の保護や法面の浸食防止等

に多く用いられるものの，水平力が作用する場にジオ

セルを局所的に設置することで，アンカープレートの

付加的な水平抵抗力の確保や圧力管路屈曲部のスラ

スト対策としての機能も期待できる．本研究では，ハ

ニカム形状のジオセルを対象に水平載荷実験を実施

し，載荷板の幅が水平抵抗力に与える影響について検

討した． 
 実験概要

実験装置の概要を Fig. 1 に示す．土槽の内寸は，

1000×1100×580 mm で，珪砂（s = 2.64 g/cm3）を用

い，相対密度 80%の密詰め地盤を作製した．載荷板

は，高さ 100 mm，厚み 20 mm であり，ジオセル模型

は目合い 5 mmのポリエチレン製のジオグリッドを用

い，高さを 100 mm，幅と長さは図のように 100 mm
とした．奥行き方向に 3 セル，横方向に 3 セルのハニ

カム状に連続した模型とし，ジオセル内部の充填材に

も珪砂を用いた．内部の砂の流出を防ぐため，ジオセ

ル内部に不織布を敷設した．  
本実験では，載荷板の幅 L を 300 mm（Case A），

100 mm（Case B），50 mm（Case C）に変更した計 3 ケ

ースについて実験を行った．載荷板を水平方向に 0.1 
mm/s で約 50 mm 載荷し，載荷板の水平変位量，載荷

板にかかる水平抵抗力を計測した． 
 実験結果および考察 

Fig. 2 に変位と抵抗の関係を示す．載荷板の幅が大

きくなるにつれ，ピーク抵抗力はやや大きくなることが確認できる．また，ピーク抵抗力発生

 
Fig. 1：実験概要 
Experimental setup 
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Fig. 2：変位と抵抗の関係 
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時の変位量は，載荷板の幅

が大きくなるにつれて小さ

くなることがわかる． 
Fig. 3 に PIV 画像解析に

よる載荷開始から載荷終了

時までの地表面粒子の移動

を示す．載荷方向に直交す

る横断方向の広がりに明確

な差はないものの，載荷板の幅が大きくなるにつれ，載

荷方向にせん断領域が拡大しており，その結果，抵抗力

が増加したと考えられる． 
Fig. 4 に載荷板前面からの距離 0 mm, 100 mm, 200 mm, 

300 mm でのジオセル模型の載荷方向への変位量とジオ

セルの変形図を示す．計測ラインは Fig. 1 のとおりであ

る．ジオセルが完全に一体化した挙動をした場合，グラ

フは載荷板の載荷量と同じ y = 50 の水平線になる．しか

しながら，載荷板からの距離が大きくなるにつれジオセ

ルの変位量は減少傾向にある．加えて，変形図よりジオ

セルの横方向への変形がみられないことから，圧縮変形

をしていることがわかる．既往研究より，ジオセルを引

張る場合でも，ジオセル模型の変位量は徐々に減少し伸

びることが示されており 1)，本実験結果と同様にジオセ

ルの変形が確認されている．さらに，ジオセル受働側前

面（載荷板からの距離 300 mm 地点）での変位量がケー

スごとに異なり，ジオセルの載荷方向への圧縮量が異な

ることから，載荷板とジオセルの幅の比が異なるとジオ

セルの一体化の程度が異なることがわかる．このこと

が，Fig. 3 に示すせん断領域の大きさに影響を与えてい

るものと考えられる． 
 おわりに

本研究では，ハニカム形状のジオセルを対象に水平載

荷実験を実施し，載荷板の幅が水平抵抗力に与える影響

について検討した．実験結果から，載荷板とジオセルの

幅の比が異なると，ジオセルの載荷方向への圧縮量が異なることから，ジオセルの一体化の程

度が異なり，せん断領域の大きさ，すなわち抵抗力に影響を与えることがわかった． 
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Fig. 3：PIV 画像解析結果 

Results of PIV analysis 
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Fig. 4：ジオセルの変位量 

Displacement of geocells 
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